
  

  

あっという間
ま

に涼
すず

しくなりました。気温差
き お ん さ

が大
おお

きく、体調
たいちょう

を崩
くず

しやすい季節
き せ つ

です。気温
き お ん

に合
あ

わせた服装
ふくそう

をし

ましょう。 

さて、テレビやゲームをするときや携帯
けいたい

を使
つか

って動画
ど う が

を見
み

たりする時間
じ か ん

は楽
たの

しいものですよね。しかし、目
め

の

健康
けんこう

を考
かんが

え、おうちの人
ひと

との約束
やくそく

をきちんと守
まも

って利用
り よ う

するようにしましょう。近年
きんねん

、「ブルーライト」の体
からだ

の

影響
えいきょう

が話題
わ だ い

になり、それをカットするめがねなども売
う

られています。ブルーライト自体
じ た い

は、太
たい

陽光
ようこう

などのあら

ゆる光
ひかり

に含
ふく

まれているものですが、含
ふく

まれるブルーライトの割合
わりあい

や浴
あ

びる時間
じ か ん

などによって、体
からだ

への影響
えいきょう

は変
か

わります。視力
しりょく

は１度
い ち ど

悪
わる

くなってしまうと元通
もとどお

りになるということはあまりないので、目
め

を大切
たいせつ

にしましょう。 

 

子どもにスマホは本当に必要？～おうちの方と一緒に読んでみよう～ 

 スマホはとても便利なツールです。小学生でもその所持率は年々増加しています。手軽に使える通信機器では

ありますが、使い方によっては、心や体への影響や依存の危険は高くなります。 

◆生活リズムが乱れる 

◆目への影響（視力・内斜視への影響） 

◆ながらスマホによる事故 

◆筋力、体力の低下 

◆ネットを介した人間関係のトラブル 

◆時間の浪費と心のゆとりが奪われる 

◆ネット依存、ゲーム障害への罹患 

◆コミュニケーション能力の低下 

 

 

ほけんだよりではスマホ・ゲームの利用について３回にわたり取り上げてきました。小学生でのネ

ット依存・ゲーム依存となるとその後の生活に影響が大きいです。                      
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★目
め

を大切
たいせつ

にしよう。 

 

 

大野っ子の視力検査の結果について《視力が Aの人》 

たんぽぽ  ３人／１０人中３０．０％ 

さくら   ８人／１２人中６６．６％ 

１年生  １８人／２４人中７５．０％ 

２年生  ２１人／２７人中７７．７％ 

３年生  １７人／２４人中７０．８％ 

４年生  １１人／２３人中４７．８％ 

５年生  １３人／３１人中４１．９％ 

６年生  １６人／２７人中５９．２％ 

学年が上がるごとに視力が低下していく傾向があります。 

黒板の字が見えにくい、ぼやける、二重に見えるという人はいませんか。もっと悪くならない

うちに眼科医の先生に相談しましょう。 

 

近年、小児の長時間のスマートフォン使用に起因する内斜視

の報告が増えています。１日３時間以上を３ヶ月使用し、内斜

視を発症した例が報告されています。スマートフォンの使用時

間を制限すると斜視角が減少したことから内斜視はスマート

フォンに関係していると推察されるという記事がありました。 

使用時間を制限すること、連続したスマートフォンの使用を

控えるなど目の健康を考えていきたいですね。 

 

。  

A･･･視力１．０以上 

B･･･視力０．９~０．７ 

C･･･視力０．６～０．３ 

D･･･視力０．３未満 

 

視力検査で C、Dの結果だった

人でまだ精密検査をしていな

いみなさんは、早めに受診する

ようにお願いします。 

 

 



 

 

 

 


